
危機管理及び事件・事故発生時の対応について（お知らせ）

小山高校定時制

１ 危機管理の目的

（１）生徒の命を守る

（２）生徒・保護者と教師の信頼関係を守る

２ 危機管理の心得

（１）「早い連絡、早い対応」を心掛ける

（２）「５W１H」を正確に把握･記録する

いつ、どこで、だれが、なにを、なぜ、どうした

（３）誠意ある対応を行う

（４）再発防止の手段を講ずる

３ 不審者への対応

（１）関係者以外が学校へ立ち入ったとき（初めの対応）

・チェック１［立ち入りの正当な理由の確認］

あり → 受付に案内する

なし → 対応１［退去を求める］

（２）不審者が退去しないとき（緊急事態発生時の対応）

・チェック２［危害を加える恐れはないか確認］

あり → 対応２［隔離･通報する］

教職員へ緊急連絡、暴力行為抑止と退去説得、１１０番通報、別室に案内し隔

離、教育委員会へ緊急連絡･支援要請

なし → 再度退去を求めるが、再び侵入した場合は対応２をとる

（３）不審者を隔離できないとき（緊急事態発生時の対応）

・対応３［生徒の安全を守る］

暴力の抑止と被害拡大の防止、移動阻止、全校への周知と避難誘導、警察による保護・逮

捕、負傷者が出たときは応急手当と１１９番通報

４ 事件・事故発生時の対応（別紙参照）

緊急時の保護者・保証人の皆様への連絡が、定時制の活動の都合上、深夜になる可能性が

あることを御理解ください。



４ 事件・事故発生時の対応

相談 指示 指示

指導 報告 報告

指導･サポート

付添搬送

必要な場合は急行

･発生の事態や状況把握

・事件、事故発生の通報

･近くの教職員に協力要請

･近くの生徒の安全確保

・近くの負傷者の把握と応急手当

発見者

養護教諭学校医 教 頭

事務長

校 長

教職員

･場合によって

は処置

･負傷者等の

把握

・症状の確認

・応急手当
･事態や状況

の把握、判断

・対応、指示

・連絡、報告

○防 御
・暴力の抑止と被害防止

○避難･誘導
・避難場所への誘導

・避難場所での安全確保

事件･事故発生

警察の出動要請

１１０番

救急車の出動要請

１１９番

保 護 者 教育委員会

医 療 機 関

処 置

不審者の保護･逮捕

《近隣医療機関の連絡先》

総合 富士小山病院 ０５５０－７８－１２００

富士病院 ０５５０－８３－３３３３

内科 南寿堂医院 ０５５０－７６－００８８

外科 フジ虎ノ門整形外科病院 ０５５０－８９－７８７２

眼科 石川眼科 ０５５０－８３－５６５６

（時間外） 救急医療センター ０５５０－８３－１１１１

《小山高校》

定時制直通 ０５５０－７８－７７９３

代 表 ０５５０－７６－１１８８


